
 

おおつか・ちょうろく 
 

タカヤ株式会社社長、井原商工会議所会頭 

 

経 歴 

生：大正８年（１９１９年）１０月１２日、岡山県井原市生まれ 

没：平成２０年（２００８年）１２月５日、享年９０歳 

昭和１２年（１９３７年） １７歳 広島県立福山誠之館中学校卒業 

昭和１７年（１９４２年） ２２歳 早稲田大学政経学部卒業 

昭和２１年（１９４６年） ２６歳 高屋織物株式会社（現タカヤ株式会社）入社 

昭和２９年（１９５４年） ３４歳 井原商工会議所副会頭、改組委員長 

昭和３１年（１９５６年） ３６歳 中備染色整理株式会社社長 

昭和３１年（１９５６年）～ 

 昭和３６年（１９６１年） 

３６～ 

４１歳 
高屋第一小学校ＰＴＡ会長 

昭和３６年（１９６１年） ４１歳 高屋織物株式会社（現タカヤ株式会社）社長 

昭和３８年（１９６３年） ４３歳 高屋織物商事株式会社（現タカヤ商事株式会社）社

長 

昭和３８年（１９６３年）秋 ４４歳 紺綬褒章 

昭和４１年（１９６６年）～ 

 平成１１年（１９９９年） 

４８～ 

８１歳 
井原商工会議所会頭 

昭和４２年（１９６７年）～ 

 昭和４４年（１９６９年） 

４９～ 

５１歳 
井原ライオンズクラブ会長 

昭和５４年（１９７９年） ６１歳 シャープタカヤ株式会社を設立 

昭和６０年（１９８５年） ６６歳 藍綬褒章 

平成４年（１９９２年） ７２歳 旧シンコー電器株式会社管財人 

平成４年（１９９２年） ７２歳 （財）タカヤ文化財団理事長 

平成４年（１９９２年）秋 ７３歳 勲四等瑞宝章 

平成１０年（１９９８年） ７８歳 興譲館高等学校理事長 

平成１１年（１９９９年） ７９歳 タカヤ株式会社代表取締役会長 

平成１３年（２００１年） ８２歳 岡山県三木記念賞（第３４回） 



－ － 岡山県公安委員長 

－ － 岡山県経営者協会井原支部長 

－ － 高屋繊維協会長 

－ － 井原市文化協会副会長 

－ － 福山誠之館同窓会井原支部顧問 
 

 

生い立ちと学業、業績 

繊維と電子の両輪で、岡山県西部を代表するグループ企業の実質的創業者。 

 

大塚長六氏は、創業者笹一氏の孫。 

昭和１２年（１９３７年）福山誠之館中学校卒、昭和１７年（１９４２年）早稲田大学政治経済学部

卒。 

 

軍隊を経て中国から復員した昭和２１年（１９４６年）高屋織物（株）（現タカヤ（株））に入社。 

昭和２３年（１９４８年）常務取締役、昭和２６年（１９５１年）専務取締役を経て、昭和３６年（１９６

１年）父薫雄氏の後を継いで社長に就任し、グループの代表となる。 

 

昭和３８年（１９６３年）高屋織物商事（株）（現タカヤ商事（株））代表取締役社長に就任。 

この年の秋紺綬褒章綬章、氏の４４才の時である。また同じ頃井笠鉄道（株）の取締役にも就

任している。 

 

転機が訪れたのは昭和４１年（１９６６年）であった。 

５月に井原商工会議所の会頭に就任し、以後連続１２期３４年間務める訳であるが、丁度その

時「シャープが電気製品の組立工場を探している」との話が入って来た。 

積極的な自動化と東京五輪後の不況で、従業員の半減を迫られていた時、元手が要らず大

勢の人手が使える仕事は渡りに舟であった。 

工場に机を並べ、トランジスタラジオ、音響機器の組み立てを開始。 

すぐに松下電器産業からも仕事が舞い込み、高度成長の時流に乗った。 

 

その後は一気に多角化を推進し、昭和５４年（１９７９年）、シャープと組んで電子部品製造の

シャープタカヤ電子工業を設立。 

繊維も分社を進め、染色、縫製、卸・小売りと業容を拡大し、現在のタカヤグループの基盤を

固めた。 

 

昭和４２年（１９６７年）には井原ロータリークラブを創立し、初代、２代の会長を勤める。 

その他岡山経済同友会幹事、岡山県障害者雇用促進協会副会長、備中織物構造改善工業

組合理事長、福山大学理事、その他地域の非常に多岐に渡る分野での多くの要職を務め、

各界よりの表彰、感謝状の類いは数知れない。 



昭和５９年（１９８４年）藍綬褒章を綬章する。 

 

平成４年（１９９２年）、会社更生法適用を申請した旧シンコー電器の管財人となり、フェニテッ

クセミコンダクターとして同社の再建を果す。 

平成４年（１９９２年）（財）タカヤ文化財団理事長に就任、秋には勲四等瑞宝章を綬章する。 

 

グループ百周年の事業では、平成６年（１９９４年）、社名の由来となった発祥の地・井原市高

屋町に、郷土の日本画家、金島桂華の作品を中心に近代日本画壇の代表作を集めた“華鴒

（はなとり）美術館”を開いた。 

 

その後岡山県公安委員長等を歴任しながら事業を次世代に引き継ぐべく、逐次社長から会

長となり、バトンの引き継ぎを進めている。 

平成１３年（２００１年）、産業部門で第３４回岡山県三木記念賞を受賞する。 

 

氏は雇用や文化貢献を貫く、井笠地方の経済界では文字通りの顔役である。   市川卓治

（昭和３０年卒） 

 

誠之館所蔵品 

管理№ 氏 名 名  称 制作／発行 日 付 

０２０６０ 
福山誠之館同

窓会 編 

「神高線のガソリンカー－わが懐しき愛用車－」 

『懐古－誠之館時代の思い出－』、１７１頁 

福山誠之館

同窓会 
昭和５８年 

 

出典１：『備後備中肖像名鑑（郷土を創りつつある人々）』、１２１頁、式見静夫編、備後文化出版社刊、昭和３７年８月 

出典２：『懐古－誠之館時代の思い出－』、１７１頁、大塚長六、「神高線のガソリンカー－わが懐しき愛用車－」、福山誠之館

同窓会編刊、昭和５８年５月１５日 

出典３：『中国年鑑５４年版別冊会社録・人名録』、１５７頁、中国新聞社編刊、昭和５３年１１月１５日 

２００５年６月１日更新：本文・関連情報●２００６年６月２１日更新：タイトル●２００７年８月２３日更新：関係資料●２００８年２月５

日更新：経歴・本文●２００８年２月２２日更新：経歴●２００８年９月９日更新：経歴・出典●２００９年１月９日更新：経歴●２０１１

年８月１８日更新：誠之館所蔵品・出典● 

 


